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株式会社 FRONTEO（本社：東京都港区、代表取締役社長：守本 正宏、以下「FRONTEO」）

は、一般社団法人金融データ活用推進協会（以下「FDUA」）に特別会員として加盟したことを

お知らせします。 

 

FDUA は、「金融データで人と組織の可能性をアップデートしよう」をミッションに掲げ、金融

業界における AI・データ活用の促進を目的として設立された団体です。「組織」「人材育成」「技

術」の 3 つの観点から金融実務に関するノウハウを共有し、金融機関や関連企業・団体との連

携を通じて、業界全体を発展させることを目指しています。 

 

FRONTEO は、自社開発の方程式駆動型 AI「KIBIT（キビット）」をはじめとする独自の AI 技

術の開発・提供を通じて、金融機関を含む多様な業界におけるデータ活用を支援してきました。

金融分野においては、メールやチャットなどのコミュニケーションデータを解析し、不正行為

やコンプライアンス違反につながるリスクの早期発見・予見を支援する AI モニタリングソリ

ューション「KIBIT Eye」や、業務記録などのデータを解析し、監査・調査業務の効率化と高

度化を支援する「KIBIT Knowledge Probe」などを提供し、金融機関におけるリスク管理や

業務の高度化に貢献しています。 

 

FRONTEO は、今回の FDUA への加盟を通じて、同協会の活動に参画し、金融業界の企業・団

体との情報交換や連携を深めるとともに、これまで培ってきた AI 技術とデータ解析に関する

知見を共有することで、金融業界全体のデータ活用の高度化と課題解決に貢献してまいります。 

FRONTEO、一般社団法人金融データ活用推進協会（FDUA）に

特別会員として加盟 

自社開発の方程式駆動型 AI「KIBIT」を活用し、 

金融分野におけるデータ活用とリスク管理の高度化を推進 



 

 

■KIBIT Eye について URL：https://kibit.fronteo.com/products/kibit-eye/ 

 

 

「KIBIT Eye」は、自社開発の方程式駆動型 AI「KIBIT（キビット）」（日米特許取得済み）を

搭載し、企業におけるリスクの早期発見や不正の予見を支援する AI ソリューションです。 

AI が膨大なテキストデータの解析を担うことで、判断基準の属人的なバイアスを排除し、画一

的かつ網羅性のあるチェックを可能にします。また、データのスコアリングによってリスクを

含む可能性の高いデータを抽出し、効率的なリスク管理と業務の高度化に寄与します。 

 

■KIBIT Knowledge Probe について 

URL：https://kibit.fronteo.com/products/knowledge-probe/ 

 

  

 

「KIBIT Knowledge Probe」は、自社開発の方程式駆動型 AI「KIBIT」により多忙な専門家

の業務を支援するビジネスデータ分析支援システムです。デジタルコミュニケーションが情報

伝達の主流となる中、日々やり取りされるデータ量は増加しており、対面でのコミュニケーシ

ョン機会の減少も相まって、従業員やチームメンバー、顧客の状況や行動を的確に把握する上

でデータ分析の重要性が高まっています。 

https://kibit.fronteo.com/products/kibit-eye/
https://kibit.fronteo.com/products/knowledge-probe/


 

 

本システムは、日報やお客様からの問い合わせ、レビューなどの情報を網羅的に確認・把握す

ることが難しい多忙な管理・監督者、担当者に代わって分析を行います。まだ顕在化していな

いリスクやチャンスの“予兆”を検知し、必要な情報を自動で仕分け・抽出することで、円滑な

情報伝達と新たなビジネス機会の創出、リスク回避を支援します。 

 

■株式会社 FRONTEO について URL：https://www.fronteo.com/ 

FRONTEO は、自社開発の方程式駆動型 AI「KIBIT（キビット）」の提供を通じて、日夜、社

会課題と向き合う各分野の専門家の判断を支援し、イノベーションの起点を創造していま

す。当社独自の自然言語処理技術（日本・欧州・米国・韓国特許取得済）は、汎用型 AI とは

異なり、教師データの量およびコンピューティングパワーに依存することなく、高速かつ高

精度での解析を可能にします。加えて、解析した情報をマップ化（構造を可視化）する特許

技術を活用することで、「KIBIT」が専門家のインサイトにダイレクトに働きかけることがで

き、近年、「KIBIT」の技術が創薬の仮説生成や標的分子探索にも活かされています。 

「KIBIT」の独自技術およびアプローチを通じて、「集

合知に埋もれたリスクとチャンスを見逃さないソリュー

ションを提供し、情報社会のフェアネスを実現する」理

念の実現に向けて、ライフサイエンス AI、リスクマネ

ジメント（経済安全保障分野、ビジネスインテリジェン

ス・コンプライアンス支援分野、ビジネスインテリジェ

ンス・プロフェッショナル支援分野、リーガルテック

AI 分野）、DX（株式会社アルネッツ）の各事業で社会実装を推進しています。 

2003 年 8 月創業、2007 年 6 月 26 日東証マザーズ（現：東証グロース）上場。日本、米国

で事業を展開。資本金 915,057 千円（2026 年 6 月 30 日時点）。 

 

※FRONTEO、KIBIT、KIBIT Eye、KNOWLEDGE PROBEはFRONTEOの日本および欧州、米国、韓国におけ

る商標または登録商標です。 

 

 

 

 

＜報道関係者のお問い合わせ先＞ 

株式会社 FRONTEO 広報担当 

Email：pr_contact@fronteo.com 電話：080-3449-6844 

 

＜リスクマネジメント事業に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社 FRONTEO KIBIT ソリューション統括本部

https://www.fronteo.com/ja/contact/business 

https://www.fronteo.com/
https://lifescience.fronteo.com/
https://osint.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://kibit.fronteo.com/
https://legal.fronteo.com/
https://legal.fronteo.com/
https://alnetz.co.jp/
mailto:pr_contact@fronteo.com
https://www.fronteo.com/ja/contact/business

